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資料１

平成２９年度評価結果を踏まえた改善策の平成３０年度普及指導計画等への反映状況

【主な普及指導計画】

東青地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 反映結果 県の考え方

若手女性等による Ａ：２名 ・固定観念にとらわれない、創造的で、自 ・取組中 ・若手農業者の「こだわり」を尊重しな

農山漁村起業活動 Ｂ：３名 由で、ゆるやかなつながりを進めてもら がら、組織によらない個々の繋がりの

の推進 いたい。（原委員） 強化に向けて引き続き支援する。

・ 平成30年度は事業の最終年度なので、 ・反映しな ・平成30年度は、前年度の新商品や新規

目標値をもう少し上げて、更に精力的に かった 起業家へのフォローが重要であること

活動いただき、管内農業の活性化に繋げ から、目標値は変更しないこととし、

ていただくことを期待する。 ・一部取組 商品内容の充実や起業実践力の向上を

・事業終了後の相談先などの道筋もつけて 中 図り、活性化につなげていく。

いただきたい。加工、レストラン、カフ ・セミナー講師にあおもり地域ビジネス

ェなど商工的取組もあるので、青森市の 交流センターのプランナーを活用した

「あおもり地域ビジネス交流センター」、 ほか、起業家自らが必要に応じて様々

県の「21あおもり産業総合支援センター」 な制度を既に活用していることから、

など、それらの機能の活用も検討してみ 今後も積極的に支援する。

てはどうか。（森委員）

・若手農業者は、ＳＮＳ普及の反面、現実 ・取組中 ・平成30年度も引き続き「交流の場」を

での交流の場が不足している点を指摘す 提供し、組織によらない個々の繋がり

る声を聞くことがある。今後も「場」の を強化する。

提供となるフォローアップ事業の設定を

望む。（吉仲委員）

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要
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【主な普及指導計画】

中南地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 反映結果 県の考え方

中南地域の農村資 Ａ：３名 ・目標が「ふれカフェ実践者数」となって ・反映しな ・「農のふれカフェ」の取組みは、試

源を活かした体験 Ｂ：２名 いますが、料理等の体験回数や消費者の かった 行段階であり、本業の農作業との兼

交流の推進 参加者数など、もう少し具体的な成果も ね合いから営業頻度などがそれぞれ

測定してはどうか。（東青の起業事業で 異なるため、体験回数や消費者の参

は「新商品数」を目標値にしている。） 加者数の目標設定は困難な状況にあ

（森委員） る。

このため、平成30年度は、実践者毎

に営業日数や受入人数等の目標を設

定し、年度末に実績を取りまとめを

行い、具体的な成果を測定する内容

を指導事項の中に反映させた。

・ターゲットに対するセミナー開催などは ・反映した ・「農のふれカフェ」の計画は、実践

評価できるが、成果とその評価が判然と 者数及びセミナー参加者の実践プラ

しないので、それらの検討が必要と思わ ンの作成者数を目標に設定している

れる。（吉仲委員） が、次年度は実践プランの見直しを

行う際にセミナーで学んだ内容を把

握するため、セミナー修了後にアン

ケート調査を実施し指導事項に反映

させた。

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要
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【主な普及指導計画】

中南地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 反映結果 県の考え方

田舎館産米のブラ Ａ：１名 ・流通、販売体制の整備を目標とのことで ・反映した ・新たな販売先の確保を目標に設定し

ンド化に向けた栽 Ｂ：３名 すが、販売先確保のためには、安定した ているが、H29年産の取引先毎の販売

培技術の確立 Ｃ：１名 品質のものを安定的に供給することが必 数量を取りまとめ、販売先との交渉

要と思うので、生産量の目標は定めなく 結果に基づきH30年産の販売数量の目

ても良いか。（森委員） 標を設定した。

・技術確立と統一が目標とされているが、 ・反映した ・平成30年度は、会員を対象に展示ほ

それに見合った活動内容となっていない の調査結果や販売先の評価などの情

印象を受けた。例えば、展示ほの設置は 報共有、栽培管理技術の改善点の検

いいのですが、会員内での技術的知見の 討を行う内容を指導事項に反映させ

共有をする仕組みが不足していると思わ た。

れる。（吉仲委員）

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要
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【主な普及指導計画】

三八地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 反映結果 県の考え方

後継者の育成によ Ａ：１名 ・他作物あるいは他産業からも参入したく ・反映した ・農協等広報誌の他、県ホームページ

るながいも産地の Ｂ：３名 なるような活動と活動内容を宣伝してい でも活動を紹介して広く宣伝するこ

維持 Ｃ：１名 ただきたい。（原委員） ととした。

・後継者の研修受講、栽培技術への取組な ・反映した ・関係機関が定期的に情報交換を行っ

ど、活動が実効あるよう、関係機関の力 て、研修内容の事前検討や実施後の

の結集に更に取り組んでいただきたい。 効果についても十分協議しながら取

（森委員） り組んでいく。

・特に根菜類などの野菜は、土壌の適切な ・反映した ・引き続き若手生産者との情報交換を

管理と優良種苗管理が望まれる。今後も 密にして、土壌の適正管理や優良種

若手生産者の意識向上につながる研修を 苗管理を含めた研修内容や実施方法

組んでいただけることを期待している。 について、ニーズをくみ取りながら、

（吉仲委員） 若手生産者の意識向上につながる研

修を実施する。

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要
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【主な普及指導計画】

三八地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 反映結果 県の考え方

農山漁村女性によ Ｂ：３名 ・個人対象者の原価計算の分析とあるが、 ・反映した ・ 起業活動を継続するためには、原

る起業活動の強化 Ｃ：２名 経営改善計画の中で原価計算が把握され 価を把握して利益を確保する必要が

ていない人を第１段階とし、利益を把握 あることから、食品加工に取り組ん

するようにしてほしい。（原委員） でいる女性起業者を重点的に、原価

計算など経営力向上のための指導を

行う。

・「女性起業候補者数」、「女性起業者数」、 ・反映した ・「女性起業候補者数」は、平成30年

「改善計画作成女性起業者数」それぞれ 度の目標人数を３～４名程度増やす

の目標値が年度１人増と安定的な数値で 目標を設定した。

すが、もう少しアップしないと三八地域 ・「改善計画作成女性起業者数」は、

の農業が活性化しないと思うので、もう 経営内容の改善による販売額の向上

少しチャレンジ的な数値目標にしてはど に向け、資金の準備や新たな営業許

うか。（森委員） 可の取得等についても個別に重点的

に指導していくこととしているため、

・女性起業者の縮小、中止は否めない中で 現状の目標設定とする。

は、目標設定を「女性起業者数」にする ・「女性起業者数」は、意見のとおり

のではなく、「新規女性起業者数」にし 新規女性起業者数の目標を設定する。

てはどうか。（吉仲委員）

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要
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【主な普及指導計画】

西北地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 反映結果 県の考え方

極良食味品種「青 Ｂ：５名 ・「青天の霹靂」は全量合格に向け取り組 ・反映した ・平成28年度で「出荷基準合格率」の

天の霹靂」の高品 んでいるが、平成30年度の出荷基準合格 目標を達成したことから、一層の高

質・良食味生産 率の目標値はもうけなくて良いのか。 品質生産に向け、平成29年度からは

（平成30年度は事業の最終年度なので、区 より厳しい「生産目標達成率」を目

切りとして設定してはどうか。）（森委 標として設定する。

員）

・残された問題点でも指摘されているが、 ・反映した ・「青天の霹靂」の作付地域は「『青天

良食味生産の維持には、ほ場に応じた生 の霹靂』生産者登録要領」により定

産指導、ひいては作付ほ場の限定も必要 められている。このため、出荷基準

になってくるものと思われる。それに見 不合格者が再度「青天の霹靂」を生

合った課題設定となることを期待する。 産する場合には、平成29年度、基準

（吉仲委員） を達成出来なかった原因について十

分検討した上で、JA等と連携して個

別指導を行っている。

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要



- 7 -

【主な普及指導計画】
上北地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 反映結果 県の考え方

農作業の軽労化の Ａ：２名 ・モデルとして広げるのであれば、農家の ・検討中 ・のモデル実証の農家モニターには、

推進と農業労働力 Ｂ：２名 経費負担があってもよいのでは。 学生の指導やおもてなし等を通じた

補完体制づくり Ｃ：１名 ・大学生については、永続的なものに、又 農業のイメージアップ活動と、労働

全県的なものになるよう内容をバックア 力確保体制づくりの気運を高めるた

ップしていただきたい。（原委員） めの提言等を担ってもらうため、経

費負担は考えていなかったが、労働

力確保戦略会議において、交通費や

宿泊費など実質的な農家の経費負担

について検討する。

・若手農業サポーターの利便性を考慮

し、近隣大学へ働きかけて農業サポ

ートモデル実証を行い、農家と大学

生の結びつきを強めていく。また、

労働力確保戦略会議や農村リーダー

等を対象としたセミナーを実施し永

続的な体制を検討する。

・「農業サポーター数」の実績が高いので、 ・反映した ・当初目標は平成29年度で達成したた

平成30年度の目標を上げてはどうか。（森 め、平成30年度の目標を20人から60

委員） 人に変更した。

・このような取組は、儲けに直結しないた ・検討中 ・労働力確保戦略会議やセミナー等で、

め、評価も難しいのが現状と考えます。 農村リーダー、ＪＡ、市町村、大学

また、行政支援やコーディネート機能も 関係者と意識統一を図るとともに、

必要であり、コストがかかる部分です。 コーディネート役として期待される

実需者（生産者）といかに効率の良い仕 ＪＡとの役割分担を協議し、効率の

組みを作るべく検討を重ねてください。 良い仕組みを検討する。

（吉仲委員）

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要
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【主な普及指導計画】

下北地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 反映結果 県の考え方

地域ぐるみによる Ａ：２名 ・ハウスいちごは、規模拡大すれば所得に ・反映した ・農地の確保については、地域の農業

次代を担う若手農 Ｂ：６名 繋がる品目なので、拡大を阻害している 委員や農地利用最適化推進委員と連

業者の育成・確保 農地の確保やハウスの設置が必要と思わ 携して農地情報を提供するとともに、

れるので解決策はあるのか。 農地中間管理事業を積極的に活用す

・ 村田さんにつづく大規模（いちご中心） る。

農家の育成をお願いする。（原委員） ・ハウスの設置については、新規就農

者向けの無利子の資金である青年等

就農資金や補助事業を活用できるよ

う資金利用計画等の作成を支援する。

また、関係機関と連携し、空きハウ

スに関する情報を収集し、新規就農

者にあっせんし生産者の育成を進め

る。

・サポートチームは、下北地域の市町村全 ・反映した ・新規就農者がいるむつ市、大間町、

てに設置することを目標としてはどう 東通村にサポートチームは設置済み

か。 で、今後新規就農者を確保できた市

・経営改善が進んだり、下北マルシェで販 町村には、速やかにサポートチーム

売手法を学んだりと、事業の効果が出て を設置する。

いるので、これまでの取組を踏まえ、生 ・ サポートチームは、経営・技術、

産から販売まで一貫した支援をサポート 資金、農地の分野ごとに人員を配置

チームに期待している。（森委員） してきたが、今後も新規就農者個々

の発展段階に応じて最適な人員を配

置し、継続的に新規就農者を支援す

る。
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【主な普及指導計画】

下北地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 反映結果 県の考え方

地域ぐるみによる ・下北地域の農業生産は、県内でも認知が ・検討中 ・県内他地域への発信については、県

次代を担う若手農 低いと感じている。下北マルシェに留ま 段階の研修会や会議等において、取

業者の育成・確保 らず、県内他地域への発信を期待する。 組事例を紹介し関係機関で情報共有

（吉仲委員） を図っているほか、当室のホームペ

ージ(Facebook)やマスコミの活用等

により、広く県民に情報を発信して

いく。

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要
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【普及指導活動の体制】

内 容 評価結果 主な意見等 反映結果 県の考え方

普及指導の組織体 Ａ：１名 ・東北や全国の研修会に参加して、独創的 ・反映した ・県外研修は、内部で振り分け各県民

制、人員の動向、 Ｂ：４名 な経営方針の農業者と話をするとすごく 局から１～２名程度出席させている。

資質向上の取組状 勉強になる。可能であれば、他県の農業 また、農業者の話を聞くと言うこと

況等 者が参加する広いエリアの研修会に県職 では、野菜や土地利用型などの専門

員の担当者を多く出席させてはどうか。 技術強化研修において、クボタのＫ

（原委員） ＳＡＳなどの新しい技術を取り入れ

た農業者の話を聞く機会を設けるな

どして研修を進めている。

・普及員の年齢構成を教えてほしい。営農 － ・年齢構成は、普及職員、県職員とも

指導員はスキルのある世代が減少し、若 同様の傾向、40、50代が多く、30代

手が増加しており、人材育成が課題とな が少ない。最近は20代の採用が増え

っている。（渋谷委員） てきているため、人材育成計画に基

づき、研修内容を強化し人材育成を

進めている。

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要


